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平成 21 年２月期（連結・単独）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 20 年４月 11 日の決算発表時に公表いたしました平成 21 年２月期（平成 20 年３月１日～平成

21 年２月 28 日）の中間及び通期業績予想について、下記のとおり修正いたします。 

 

 

１． 平成 21 年２月期連結業績予想の修正等 

（１） 中間期（平成 20 年３月１日～平成 20 年８月 31 日） 

 （単位：百万円） 

       売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ）  ５，５００  ２１０  ２１０   １２０ 

今回修正（Ｂ）  ６，２００  ４６０  ４７０   ２７０ 

増減額（Ｂ－Ａ）    ７００  ２５０  ２６０   １５０ 

増減率    12.7％  119.0％  123.8％   125.0％ 

  

（２） 通期（平成 20 年３月１日～平成 21 年２月 28 日） 

 （単位：百万円） 

       売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） １１，８００  ７００   ７００   ４００ 

今回修正（Ｂ） １２，５００  ９５０   ９６０   ５５０ 

増減額（Ｂ－Ａ）    ７００  ２５０   ２６０   １５０ 

増減率     5.9％  35.7％   37.1％    37.5％ 

 

（３）ご参考：前期の実績（平成 19 年３月１日～平成 20 年２月 29 日） 

 （単位：百万円）               

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

中間期（平成 20 年２月期） ５，８８８  ４１６  ４６４      ２８１ 

通期 （平成 20 年２月期） １３，１０４  ９３１ １，０２１    ９４３ 
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２．平成 21 年２月期単独業績予想の修正等 

（１）中間期（平成 20 年３月１日～平成 20 年８月 31 日） 

 （単位：百万円） 

       売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ４，３００  １８０   ２００   １１０ 

今回修正（Ｂ） ４，９００  ２９０   ３２０   １７０ 

増減額（Ｂ－Ａ）   ６００  １１０   １２０    ６０ 

増減率   14.0％  61.1％   60.0％    54.5％ 

  

（２） 通期（平成 20 年３月１日～平成 21 年２月 28 日） 

 （単位：百万円） 

       売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ）  ９，２７０  ５５０   ５９０   ３４０ 

今回修正（Ｂ）  ９，８７０  ６６０   ７１０   ４００ 

増減額（Ｂ－Ａ）    ６００  １１０   １２０    ６０ 

増減率     6.5％  20.0％   20.3％    17.6％ 

 

（３）ご参考：前期の実績（平成 19 年３月１日～平成 20 年２月 29 日） 

 （単位：百万円）                

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

中間期（平成 20 年２月期） ４，１０１  １９３   ２４６   １１５ 

通期 （平成 20 年２月期） ９，５７３  ７３９   ８２８   ４５２ 

 

３．修正理由 

（単独） 

当中間業績につきましては、主たる市場である医薬品市場の動向が不透明であったため、売上

高について期初予想を若干保守的に見積もっておりましたものの、前期とほぼ同水準でありまし

た。機械部門において短納期の受注出荷案件が積みあがり、更に化成品部門においても機能性添

加剤と新規食品部門が順調に売上を伸張しました。また製造原価につきましても、期初予想を若

干保守的に見積もっておりましたものの製造原価率は安定したものであったために、営業利益以

下順当に増加いたしました。従って当中間業績予想及び通期業績予想を修正するものであります。 

（連結） 

  上記理由に加えまして、米国子会社 VECTOR CORPORATION も受注が好調に推移し、高採算案件の

売上計上があり、加えて経費削減に努めたこと等と相俟って、当中間連結業績予想及び通期連結

業績予想を修正するものであります。 

 

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分

に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異な

る場合があります。  

以 上 
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